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厚生労働行政推進調査事業費 

（政策科学総合研究事業） 

「患者調査等、各種基幹統計調査における NDBデータの利用可能性に関する評価」 

 

「サンプリングデータセットを用いて医療機関の規模別に治療実態を明らかにする研究」 

分担研究報告書 

 

研究分担者 平木 秀輔  

京都大学医学部附属病院 医療情報企画部 助教 

研究要旨 

NDB に含まれるデータは、経営情報に直結するなど機微性の高いものもある。そこで研

究者がNDBを利用する場合、それらのデータは削除して提供を受けることが通例であるが、

そのことは NDB の悉皆性のメリットを損なうことになり得る。 

本年度においては、特定性の排除という社会からの要請を踏まえつつ、分析を工夫する

ことによって有益な情報が抽出できるのではないかという問いに対して一定の結果を報告

することができた。具体的には、NDB サンプリングデータセットを用いて、日本全国の降

圧薬治療の実態を記述し、かつ医療機関の規模別に層別化した治療実態の比較を報告した。  

このように、研究者の創意によっては提供されたデータの範囲内も十分に有益な情報を得

ることが可能であると考えられ、NDB の新たな利用方法として知見を集積し、社会に還元

する方法を引き続き提案してゆく。

A. 研究目的 

レセプト情報・特定検診等情報データベ

ースは、いわゆるリアルワールドデータと

してその二次利用によるエビデンスの創出

が期待されているが、元データに含まれる

種々の情報は望ましくない差別や意図しな

い非難につながりうるものであることは、

本研究において従前から指摘しているとこ

ろである。従って、データベース情報の提

供者側において厳重な管理が行われ、実際

に提供されるデータには一定の処理が行わ

れている。 

上述の制限は研究活動を一定程度制限す

る結果をもたらすが、社会の共通利益増大

を期する公衆衛生学的研究の本質に立ち返

れば、機微情報の保護と学術的有益性のバ

ランスを踏まえた社会的コンセンサスの下

で研究を実施することは研究活動の前提条

件である。本年度においては、昨年度に引

き続き上述の課題に取り組み、提供された

情報の範囲でどの程度の知見を得ることが

できるのかについて、降圧治療にフォーカ

スを当てて取り組んだ。 

 

B. 研究方法と結果 

【方法】 

2013 年 10 月分のサンプリングデータセッ

ト（入院外）における SI ファイルより、い

わゆる再診患者に対して請求できる診療報

酬項目が 200 床以上の病院とそれ以下の医

療機関で異なることに着目し、レセプトを

発行した医療機関の規模を大まかに分類し
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た。加えて、200 床未満の医療機関におい

て請求できる診療報酬項目の中で、同一の

医療サービスに対して提供するものであり

ながら診療所・小規模・中規模病院におい

て異なる符号が与えられているものを活用

し、医療機関規模をさらに細かく分類した。

その上で、IY レコードより降圧薬を抽出し、

医療機関別にその種類数をカウントした。

加えて、大規模医療機関には複数の背景疾

患を有する患者が集積しがちであると考え、

REレコードから抽出した年齢およびSYレ

コードより抽出した糖尿病・脂質異常症な

らびに慢性腎臓病に関係する付与病名の有

無で患者を層別化し、それぞれの層におけ

る降圧薬の処方種類数をカウントした。 

【結果】 

785,472 枚・560,554 人分のレセプトが抽出

され、そのうち降圧薬 1 剤以上の処方があ

るものは 52,271 枚・52,085 人であった。

降圧薬の平均処方数ならびに 3 剤（※）以

上の処方があった割合は図 1 の通りであっ

た。 

※ 生活習慣の改善を行ったうえで利尿剤

を含む適切な用量の３剤の降圧薬を投

与しても、目標値まで血圧が下がらない

状態を難治性高血圧または治療抵抗性

高血圧と呼ぶ。 

 

（図 1）医療機関規模別にみた降圧薬平均処方剤数 

また、腎保護作用があるとされる RAS系阻

害薬を慢性腎臓病関係の病名が付与された

患者に対して処方している割合は、当該の

病名が無い場合と比較して、図 2 の通りで

あった。 

 

（図 2）慢性腎臓病病名付与患者に対する RAS 阻害薬の

処方割合 

 

C. 本年度のまとめと考察 

 本年度は、昨年度に引き続き NDB サン

プリングデータセットを用いて、機微情報

の保護に配慮されたデータベースの中から

どのように有益な情報を抽出できるかとい

う課題に取り組み、具体的な知見を抽出・

公表することができた。 

高血圧症は代表的な common disease であ

り、臨床医家が広く治療・管理している生

活習慣病である。それがゆえに、これまで

治療実態の把握は、限られた対象に向けた

アンケート調査に頼るしかなかった。本研

究により、日本全国の降圧治療の実態を概

観し、加えて医療機関の規模別に具体的な

治療がどのように行われているのかを明ら

かにすることができた。NDB サンプリング

データセットは比較的簡単な審査でデータ

を受領することができ、分析に要する計算

機資源も手軽に入手できる。そのような利

点を活用しつつ、診療報酬制度の理解に基

づく分析上の工夫を凝らすことで、医療機

関別の治療実態といった医療政策応用につ

ながりうる結果が出せることを示すことが

できた。今後はこのような知見を集積し、

公的統計も含めた NDB データの有効利用

について可能性を追求していくことを構想

している。 
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D. 結論 

 適切に処理され機微情報がマスクされた

NDB データを用いても、臨床的・社会的に

意義ある知見を得ることができることを高

血圧治療を例として示すことができた。 
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